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１．お子さんは、「学校は楽しい」と感じていると思いますか？ 

 学校は楽しいかどうかについて、保護者の方々は全員が、「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」と回

答しており、ほとんど子どもが「学校は楽しい」と回答していますが、「楽しくない」と回答している子ども

が少数ですがいました。このことを重く受け止め、しっかりした仲間づくりをするとともに、引き続き、子ど

もの心に寄り添い、個に応じた適切な対応をしていきます。 

 

２．お子さんは、「学校の授業内容を理解している」と思いますか？ 

 授業内容の理解について、保護者の方々は「どちらかといえばそう思わない」という回答が少数ですがあり

ました。一方、子どもは全員が「よくわかる」、「だいたいわかる」と回答しています。授業中の観察や単元の

テストの結果等より理解は充分とは言えない子どももいます。引き続き、わかる授業の充実に向けて努力した

いと思います。また、保護者の方の「わからない」との回答があり、子どもの様子がしっかり伝わっていない

可能性もありますので、学級だより等でしっかり伝えるよう努力したいと思います。 

 

３．学校は、仲の良い友達づくりに努めていると思いますか？ 

 「いじめがある」と答えた児童はいませんでした。また、学校としても「いじめ」は認知していませんが、

「いじめはいつどこで起こるかわからない」との認識の下、人権教育の充実や担任による学級指導・仲間づく

りを行っていきます。今後もいじめの定義の再確認も含め、いじめを絶対に許さないことと、いじめにあった

子は徹底して守りぬく姿勢をもって、指導を続けていきます。 

 

４．学校は、お子さんのことについて丁寧に相談に応じていると思いますか？ 

 保護者の方で「どちらかといえばそうは思わない」と答えた方が少数ありました。子ども一人ひとりに応じ

た丁寧な対応をしていきたいと思います。今後も担任や管理職に対し、遠慮なさらずご相談いただきますよう

お願いいたします。尚、月１回ではありますがスクールカウンセラー（ＳＣ）が来校しております。子どもの

みならず大人の子育て等に関する相談でも結構ですので、ご利用いただければと思います。 

        

５．読書についての指導は、お子さんにとって有益な指導となっていると思いますか？ 

 保護者の方は大きな変化はありませんでしたが、家庭で週当たり１冊も本を読んでいない児童も多数いまし

た。学校でも読書の重要性を教えていきますが、ご家庭でもご協力いただきますようお願いします。 

 

６．運動会や丸山千枚田学習などの行事は、地域と関係を深めるものになっていると思いますか？ 

 アンケートでは大きな変化はありませんが、子どもたちには地域の素敵を実感させ、将来、地域の行事へ積

極的に参加できるようにしていきたく思っています。 

 

７．学校は、学校やお子さんの様子をわかりやすく伝えていると思いますか？ 

 肯定的に感じていただいている方が１００％になりました。しかし、まだまだ保護者の皆様、地域の皆様に

発信することはたくさんあります。今後とも意識して発信していきたく思います。 

 

８．学校は、お子さんの健康や安全に配慮し、指導していると思いますか？ 

 健康・安全なくしてはお子さんを安心して学校に通わせることはできないと思いますので、「そうは思わな

い」との保護者の回答が少数あったことを、重く受け止め、今後、最大限の努力をしていきます。 

 

９．入鹿小学校の活動についてお気づきの点があれば、ご記入ください。 

 いつも丁寧な対応をしていただき、ありがとうございます。（複数回答） 


